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この利用ガイドについて
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▸ 本ガイドではサブスクリプションの価値のひとつである
サポートサービスの利用方法をご紹介します。

･ この後のページでは、ユーザー初期設定やサポートケースの
作成 (技術サポートへの問い合わせ)などのRed Hatカスタ
マーポータル活用方法をご紹介します。

▸ Red Hat のサポートサービス・カスタマーポータルを初めてご利用
になる方を対象に、サポートサービスの利用を開始するのに役立つ
ように作成されていますので、ぜひご活用ください。

▸ システム改修等により本ガイドと実際にご利用頂く際の画面が異なっている場合がござい
ますので、あらかじめご了承ください。

Red Hat製品のご利用ありがとうございます



CONFIDENTIAL designator
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Red Hatカスタマーポータルとは？
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サポートサービスの利用

サポートケースの作成

セキュリティ情報・脆弱性情報へのア

クセス

技術情報・ドキュメントへの

アクセス

ソフトウェア・パッケージの

ダウンロード

サブスクリプション利用状況の確認

Red Hat カスタマーポータル ( https://access.redhat.com/  )はご購入いただいた
サブスクリプションを最大限に活用するためのポータルサイトです

https://access.redhat.com/


初期設定とサポートケースの作成
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購入内容の確認

サポートケース作成までの流れ

ログインとユーザ

プロファイルの設定
サポートケースの作成

１ ２ ３



初期設定とサポートケースの作成
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購入内容の確認

サポートケース作成までの流れ

ログインとユーザ

プロファイルの設定
サポートケースの作成

１ ２ ３



　　　購入内容の確認
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1. ご契約情報(購入内容)の確認

ご購入後、お客様のアカウント番号やコントラクト番号等が記載された
ご契約情報のメールが届きます。コントラクト番号は契約更新時に必
要となりますので、ご契約情報は大切に保管してください。

● ご契約・ご購入時にあらかじめカスタマーポータルのユーザーID(ロ
グインアカウント)を作成いただいております。ご契約情報はその
ユーザー(ログインアカウント)へ紐付けられます。

● もしご指定のアドレスへメールが届いていないなど、契約情報につ
いてのお問い合わせはレッドハット カスタマーサービス
までご連絡ください。

Email: customerservice-jp@redhat.com 
Phone: 03-6332-7654 (オプション 3) 平日 09:00~17:00

１

ご契約情報メールのサンプル
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サブスクリプションのアクティベーション(OEMサブスクリプションのみ)

OEMサブスクリプション(L3 サブスクリプション)をご購入の場合はアクティベーションが必要です。
Red Hatから直接ご購入のサブスクリプション(L1-L3サブスクリプション)は、アクティベーションは不
要です。

● アクティベーションのツールはOEM提供先(ハードウェアベンダー)により異なります。

● アクティベーションの手順詳細につきましては、OEM提供先(ハードウェアベンダー)よりご案内がご
ざいます。

● もしアクティベーションが完了しない、エラーとなるといった問題が発生する場合につきましては、レッ
ドハット カスタマーサービスまでご連絡ください。

Email: customerservice-jp@redhat.com 
Phone: 03-6332-7654 (オプション 3) 平日 09:00~17:00

ご参考: サブスクリプションに関する一般的な質問とその回答

● OEMサブスクリプションご利用時は弊社より直接の技術サポート提供は行われず、代わりにOEM
提供先サポート窓口(ハードウェアベンダー様にて用意されているサポート窓口)より、製品について
の技術サポート・お問い合わせをご利用いただけます。

１

https://access.redhat.com/ja/customer-service-subscriptions


初期設定とサポートケースの作成
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購入内容の確認

サポートケース作成までの流れ

ログインとユーザ

プロファイルの設定
サポートケースの作成

１ ２ ３



　　　Red Hatカスタマーポータルへのログイン
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1.  Red Hat カスタマーポータルへのアクセス

ブラウザでRed Hatカスタマーポータルへアクセスします。

https://access.redhat.com/

２

2. 表示言語の変更

アクセス時に英語で表示されている場合で表示言語
を日本語へ切り替える場合、画面右上の言語ボタン
(地球のアイコン)をクリックし、日本語を選択して切り
替えます。

3. ログイン

あらかじめ作成したユーザーIDまたはメールアドレスと設定した
パスワードにてログインを行ってください。

https://access.redhat.com/


　　　ユーザプロファイルの設定 (デフォルト言語とタイムゾーン設定)
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1. ユーザプロファイル設定画面へのアクセス

画面右上のアバターアイコンをクリックし、ユーザプロファイル設定画面を
開きます。

２
設定画面へはこちらから直接アクセスすることも可能です。

2. アカウント情報の設定へのアクセス

ユーザプロファイル設定画面の中から「アカウント情報」をクリックし、設定画面

を開きます。

https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/locale.html


　　　ユーザプロファイルの設定 (デフォルト言語とタイムゾーン設定)
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3. 言語と場所の設定

アカウント情報設定画面左側の「言語と場所」をクリックし、
「既定の言語」および「すべての時間の表示」(タイムゾー
ン)を設定します。設定後、保存をクリックします。

● 日本語でのサポートをご希望の場合、
「既定の言語」を「日本語」
「すべての時間の表示」を
「(GMT+0900)日本」に設定ください。

２
設定画面へはこちらから直接アクセスすることも可能です。

https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/locale.html


初期設定とサポートケースの作成
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購入内容の確認

サポートケース作成までの流れ

ログインとユーザ

プロファイルの設定
サポートケースの作成

１ ２ ３



　　　サポートケースの作成
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(1)  ポータル・トップ画面からのアクセス

Red Hatカスタマーポータルへアクセスします。
https://access.redhat.com/

カスタマーポータルトップ画面を下方へスクロールします。

「サポートケースの作成」ボタンをクリックします。

3
サポートケース作成画面へのアクセスは以下の  (1) または つぎのページの (2) の手順、または  こちらから可能です。

お詫び：トップページからのケース作成機能
は2023年8月2日時点では利用できない
為、次ページでの方法にてケース作成をお
願いします。

https://access.redhat.com/
https://access.redhat.com/support/cases/#/case/new/open-case?caseCreate=true


(2) 「サポートケースを管理」からのアクセス

画面上部の「サポートケースを管理」をクリックします。

Support Cases画面にて画面右側に現れる「サポートを利用する」ボタンをクリックします。

　　　サポートケースの作成
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3
作成画面へはこちらから直接アクセスすることも可能です。

https://access.redhat.com/support/cases/#/case/new/open-case?caseCreate=true


　　　サポートケースの作成
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❶  サポートを利用する  
お困りの点やご不明な点はございませんか？ (ケース作成の理由 )は、お問い合わせ
内容に沿ったものを選択してください。
分からなければ「その他」を選択してください。

3
サポートケース作成画面にて、お問い合わせ内容を入力します。 ● バグまたは不具合

製品の不具合やバグが疑われる現象についてのお問い
合わせ

● 設定
設定方法や設定項目等についてのお問い合わせ

● 使用方法とドキュメントのヘルプ
ソフトウェアの使い方、ドキュメント等に関するお問い合わ
せ

● 根本原因分析
ご利用環境で発生したトラブル・障害などの原因診断のご
依頼

● ハードウェア/パートナー認定
(パートナー様向け)ハードウェア認定、CCSP認定につい
てのリクエストおよびお問い合わせ

● カスタマーサービス
ご利用のカスタマーポータルのアカウントやサブスクリプ
ションの登録方法等に関する問い合わせ

● アイデア
製品機能の強化のご依頼

● その他
どれを選んで良いか迷った時は「その他」を選んでくださ
い。



製品名にて「Red Hat Customer Portal」しか選択
できない場合

ご利用のサブスクリプションが OEM(ハードウェアベンダー )にて
サポートが提供されるもののみである可能性があります。お問い
合わせ対象の機器で OEM製品をご利用の場合は、お手数です
が別途OEM(ハードウェアご購入サポート窓口 )へお問い合わせ
ください。

　　　サポートケースの作成
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❷  概要 
お問い合わせ内容の概要を記入し、ご利用の製品名とバージョンをプルダウンメ
ニューから選択してください。
※製品名とバージョンを正しくご申告いただかないと、対応時の初動に影響することがあります
    ので、ご利用の製品名およびバージョンを正しくご指定ください。

3
サポートケース作成画面にて、お問い合わせ内容を入力します。

表示されたナレッジをご活用ください

「問題の概要」欄の内容により、既知の事例  (ナレッ
ジベース) が表示される場合があります。
お問い合わせへの回答にあたる内容が含まれてい
る場合もございますので、ご活用ください。



　　　サポートケースの作成
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❸  トラブルシューティング 
「推奨されるナレッジベース」にて既知の問題を確認し、調査用のファイルを既に採取済みであれば、
「分析するファイルのアップロード」へ添付してください。

3
サポートケース作成画面にて、お問い合わせ内容を入力します。

表示されたナレッジをご活用ください

前ページと同じように「問題の概要」欄の記載内容
に基づき、「推奨されるナレッジベース」に既知の
事例 (ナレッジベース ) が表示される場合がありま
す。

分析するファイルのアップロード

sosreport、ログファイル、設定ファイルなどの調査
に必要な情報を添付します。



　　　サポートケースの作成
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❹  詳細に説明する
各項目へのお問い合わせについての詳細を記入します。

3
サポートケース作成画面にて、お問い合わせ内容を入力します。

● ホスト名
お問い合わせ内容がトラブルシューティングや、障害原因
調査である場合、その事象が発生している(発生してい
た)マシンのホスト名を記入してください。

● 問題の詳細および期待の動作 *必須
お問い合わせの詳細内容、サポートケースでの確認した
いこと、質問したいことを記入してください。

● お客様またはビジネスに対する価値または影響を定義す
る   *必須
ビジネスインパクトおよび回答提供までのタイムラインな
どを記入ください。お急ぎである場合はこちらへ理由をご
記入ください。

● この動作はどこで発生していますか？どのような環境で
発生していますか？
物理/仮想/パブリッククラウド、仮想の場合はご利用のハ
イパーバイザーの種類、クラウド環境であればご利用の
クラウドベンダー名、といったご利用環境の情報をご記入
ください。

● この動作はいつ発生しますか？発生する頻度はどれくら
いですか？繰り返し発生しますか？特定のタイミングで発
生しますか？
事象の発生頻度や発生日時についてご記入ください。



　　　サポートケースの作成
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❺  管理
各項目を選択、あるいは入力します。

3
サポートケース作成画面にて、お問い合わせ内容を入力します。

● サポートレベル  *必須
今回お問い合わせシステムにてご利用のサブスクリプションに応じてサ
ポートレベルを選択してください。詳しくは「サポートケースの作成(補
足)」ページをご参照ください。

● 重大度 *必須
現時点でのお問い合わせ対象のシステムの状況を選択してください。
詳しくは「サポートケースの作成(補足)」ページをご参照ください。

● ケース所有者の電話番号
ご担当者様の電話番号を入力してください。あるいは、表示さ
れている電話番号がこのケースの担当者様のものかどうかを
ご確認いただき、もし違うものであれば適切な電話番号を入
力してください。

● 言語の設定
サポートサービスご利用時の言語を選択してください。※日本語でのサ
ポートは、通常 平日9:00 - 17:00の間に提供されます。

● グループ
お客様のRed Hatアカウントにおいて、グループによるアクセス制御を
行っている場合はグループを選択してください。

● 通知の送信
ケース更新時の追加の通知先を指定します。追加の通知先はRed 
Hatアカウントとして登録されている必要があります。

● 個人参照番号
通常入力の必要はありません。今回のお問い合わせに対応するお客
様内の管理番号等をお持ちの場合には、ここに入力することができま
す。

https://access.redhat.com/articles/170453


　　　サポートケースの作成
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❻  レビュー  
❼  送信 
入力内容を確認します。入力内容や選択内容に問題がないようであれば、
「送信」ボタンをクリックします。送信後、ケース番号が発行されます。

担当者からアップデートがありますと、カスタマーポータルユーザに紐付けさ
れておりますメールアドレス宛に通知が届きます。

3
サポートケース作成画面にて、お問い合わせ内容を入力します。



　　　サポートケースの作成
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レッドハット担当者への連絡
カスタマーポータルのディスカッション欄にて担当者への連絡(追加
情報の提供や追加質問)を行ってください。

メールで通知メールへ返信を行いケースの更新を試みた場合、以下
のようなことが発生しうる為、カスタマーポータルを利用したケースの
更新を推奨します。

●  メールにログファイルなどを添付してもカスタマーポータル上
にはアップロードすることが出来ません。

● ケースを作成したカスタマーポータルユーザー、もしくは通知先
として追加されたカスタマーポータルユーザー以外のメールア
ドレスからメール返信でケース更新を試みますとエラーとなり、
ケースは更新されないままとなります。

3
サポートケース作成後の担当者とのやりとりについて



　　　サポートケースの作成
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3
L3 Onlyサブスクリプション(OEMからサポートされるサブスクリプション)について

サポートケース作成後に担当者から OEM各社への
問い合わせが依頼される場合

ご利用のサブスクリプションの種類によって、サポート担当者か
ら、別の窓口(OEM)への問い合わせを依頼される場合がありま
す。これは、お客様のご契約情報からご利用のサブスクリプショ
ンがL3 onlyと呼ばれるものであることが確認された為です。

L3 Onlyサブスクリプションとは、ハードウェアご購入と同時ご購
入が可能で、技術サポートの一次窓口をOEM(ハードウェアベン
ダー)が担う契約のサブスクリプションです。

ご案内があった場合はご面倒ではございますが、担当者からの
案内の通り、OEM(ハードウェアご購入サポート窓口)へお問い合
わせください。

お客様にてご利用のサブスクリプションは、カスタマーポータル・
サブスクリプション情報ページでご確認いただくことが可能です。

ご利用のサブスクリプションが L3 only (OEM)の場合のサブ
スクリプション情報  表示例
https://access.redhat.com/management 

https://access.redhat.com/management
https://access.redhat.com/management
https://access.redhat.com/management
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レッドハット担当者からの応答はご利用のサブスクリプション (サポートレベル)と重大度に応じて異なります。

3
レッドハット担当者からの応答時間 (サービスレベルアグリーメント SLA) 

セルフサポート スタンダード プレミアム

対応時間 N/A 通常の営業時間 (営業日の 
9-17時)

通常の営業時間 (営業日の 9-17時)
(重大度 1 および 2 の場合は 24x7 サポート)

サポートチャンネル なし Web サイト および 電話 Web サイト および 電話

ケース数 N/A 無制限 無制限

応答時間 初期および継続応答 初期および継続応答 初期応答 継続応答

重大度 1 N/A 1 営業時間 1 時間 1 時間またはお客様との合
意に基づく

重大度 2 N/A 4 営業時間 2 時間 4 時間またはお客様との合
意に基づく

重大度 3 N/A 1 営業日 4 営業時間 8 営業時間またはお客様と
の合意に基づく

重大度 4 N/A 2 営業日 8 営業時間 2 営業日またはお客様との
合意に基づく

https://access.redhat.com/ja/support/offerings/production/sla
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お客様のシステム状態に応じた形で 重大度が定義されております。

3
重大度の定義

▸ 重大度 1 (緊急)
現在業務を提供している本番環境にて、本ソフトウェアの使用に深刻な影響を及ぼす問題 (例: 業務データの紛失、または本番システムの機能喪失)。業務を停止せざ
るを得ない状況で、回避策がない。

▸ 重大度 2 (高)
現在業務を提供している本番環境での使用において、本ソフトウェアは機能しているが、重大な減速および減少を及ぼす問題。業務の一部に深刻な影響を与える状況
で、回避策がない。

▸ 重大度 3 (中)
本番環境または開発環境での本ソフトウェアの使用において、部分的で、かつ致命的ではない支障をもたらす問題。本番環境において、ビジネスに中から低程度の影
響があるが、回避策があるなど、業務は続けられる場合。 開発環境において、プロジェクトを続行できない、または本番に移行することのできない状態。

▸ 重大度 4 (低)
一般的な使用に関する質問、文書エラーの報告、将来の製品改善または変更の推奨。本番環境において、システムの機能や性能、またはビジネスへの影響が低い、
もしくはない。 開発環境において、ビジネスに中から低程度の影響があるが、回避策があるなど、業務は続けられる。

https://access.redhat.com/support/policy/severity


　サポートサービスをうまく活用するためのコツ
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お問い合わせや問題をより早く解決させるためのコツ (tips)・ベストプラクティスを紹介します。

▸ 詳細を記載する
特にトラブルシュートや障害調査では、可能なかぎり詳細を記載してください。
･ 現象発生日時 (日付・時刻)
･ 発生頻度 (1度のみの発生、くりかえしの発生、不定期の発生)
･ タイミング(再起動時に発生、毎日 0:00 に発生、タイミング不明)
･ 事象発生前に実施した作業やオペレーションの有無

･ パッケージやソフトウェアのアップデート
･ 環境や設定の変更

･ 環境の詳細 (ホスト名、カーネルバージョン、パッケージバージョン等)  

▸ ログやデータなどの情報で事象を説明する
事象を確認するデータ(以下の様な情報)が問題把握の助けとなりますので、ご協力のほどよろし
くお願いいたします。
･ コマンド出力結果
･ sosreportやログ情報抜粋
･ 画面ショット (スクリーンショット)



　サポートサービスをうまく活用するためのコツ
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お客様のお問い合わせや問題をより早く解決させるためのコツ (tips)・ベストプラクティスを紹介します。

▸ トピック・問題ごとにサポートケースを分けて登録する
１つのサポートケースで複数のトピックや問題が扱われることにより生じる混乱を避ける為、 ト

ピック・問題ごとにサポートケースをご登録ください。

例えば、同じホストで以下 aとbの２つの事象が発生したとします。

１つのサポートケースで a,b 両方をお問い合わせ頂くよりかは、別の (２つの)サポートケースでお

問い合わせ頂いた方がスムーズに対応が進みます。

a. OS再起動時に時間がかかるので、短くする方法を教えて欲しい。

b. パッケージのアップデートを試みたらエラーで失敗した。対処方法を教えてほしい。

▸ 適切な重大度を指定する
「重大度の定義」ページの通り、重大度  1や2は業務を提供している本番環境向けにおける深刻

・重大な問題向けのものです。あてはまらない環境・問題でも選択頂くことは可能ですが、実際

のシステム・業務の状況をお伺いしたり、現状に応じて重大度の調整をお願いさせて頂く場合が

ございます。



　フィードバックをお願いします！
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弊社サポートをご利用いただいたお客様のご意見・ご要望をもとに、さらなるサポートサービスの向上を

目指しております。

サポートケースのクローズ後、メールにて顧客満足度調査についてのご案内をさせていただく場合がござ

いますので、ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。

ケースクローズ後、以下の様なメールを受信した場合はアンケートへの
ご協力をお願いいたします。

● 件名
クローズしたケースxxxxxxxxに関するアンケートのお願い

      ※  xxxxxxxx 部分にはケース番号が入ります

● 送信者メールアドレス
 customersatisfaction@success.redhat.com

アンケートは、Qualtrics社 が Red Hat の代理で実施しています。



　フィードバックをお願いします！
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▸ コメントをお願いいたします！

･ 点数だけではなく、具体的にどのような点の改善が必要であるかなど記載
いただけると助かります。

･ よかった点についてもコメントやフィードバックを頂けると励みになります。

▸ できれば点数 「3」を避けてください。

「3」を付けざるを得ない場合もあるかと思いますが、対応が「よかった」「悪かっ
た」をわかりやすくする為に、極力「5」「4」または「2」「1」で評価頂けると助かりま
す。



さらにカスタマーポータルを使いこなす
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追加ユーザの作成

ユーザ追加と各種情報へのアクセス

セキュリティ・脆弱性

情報の確認
技術情報へのアクセス

4 5 6
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追加ユーザの作成

ユーザ追加と各種情報へのアクセス

セキュリティ・脆弱性

情報の確認
技術情報へのアクセス

4 5 6



　　　追加ユーザーの作成
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４
Red Hatアカウントにユーザを追加することで、複数のユーザでカスタマーポータルへログイン・作業

したり、ケースの更新時の連絡を複数ユーザへ通知することができます。

Red Hat アカウント  (△△社)
アカウント番号 : xxxxyyy

ユーザ: ○○○○
パスワード : xxxxxxx
メールアドレス : ○○○○@△△.com
権限: 組織管理者

アカウント作成直後

Red Hat アカウント  (△△社)
アカウント番号 : xxxxyyy

ユーザ: ○○○○
パスワード : xxxxxxx
メールアドレス : ○○○○@△△.com
権限: 組織管理者

ユーザ追加後

ユーザ: □□□□
パスワード : xxxxxxx
メールアドレス : □□□□@△△.com
権限: ケース管理、ダウンロード

ユーザ: ●■●■
パスワード : xxxxxxx
メールアドレス : ●■@△△.com
権限: ケース管理

追加

追加



　　　追加ユーザーの作成
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４

設定画面へはこちらから直接アクセスすることも可能です。

1. ユーザプロファイル設定画面へのアクセス

画面右上のアバターアイコンをクリックし、ユーザプロファイル設定画面を
開きます。

2. ユーザー管理へのアクセス

ユーザプロファイル設定画面の中から「ユーザー管理」をクリックし、設定画面

を開きます。

作業にあたっては、あらかじめ権限のあるユーザー(組織管理者)でログインしてください。

https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/usermgt/userList.html


　　　追加ユーザーの作成
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４

設定画面へはこちらから直接アクセスすることも可能です。

ユーザーリスト(ユーザ管理画面)で「新しいユーザーの追加」をクリック

１ユーザーのみの追加

https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/usermgt/createNewUser.html


　　　追加ユーザーの作成
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４

設定画面へはこちらから直接アクセスすることも可能です。

新規ユーザーの詳細情報を入力

１ユーザーのみの追加

● お名前(名・姓)、住所や、電子メール、新たなログイン
ID(レッドハットログイン)など*必須となる項目やその他の
項目をご入力ください。

● 「ローカライゼーション」項目にて「言語」および「タイム
ゾーン」を設定してください。
日本語でのサポートをご希望の場合、
「言語」を「日本語」「タイムゾーン」を
「(GMT+0900)日本」へ設定ください。

● 「カスタマーポータルのアクセス権限」項目で新規作成
ユーザの各種権限を設定します。役割に応じた権限を設
定してください。

○ サポート事例の管理
サポートケースの作成や管理

○ ソフトウェアと更新のダウンロード
ソフトウェアのダウンロード

○ サブスクリプション情報の表示と更新
○ サブスクリプションの管理

サブスクリプション情報の管理

● 「組織管理者」はすべての権限を持ちます。

● アクセス権限の詳細はこちらをご参照ください。

設定保存後、記載したメールアドレス宛に
パスワード設定メールが送付されます。

https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/usermgt/createNewUser.html
https://access.redhat.com/ja/articles/3177771


　　　追加ユーザーの作成
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４

設定画面へはこちらから直接アクセスすることも可能です。

ユーザーリスト(ユーザ管理画面)で「新しいユーザーを招待」をクリック

複数ユーザーの追加

https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/usermgt/inviteUsers.html


　　　追加ユーザーの作成
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４

設定画面へはこちらから直接アクセスすることも可能です。

追加ユーザー(ご担当者)のメールアドレスをカンマ区切り、もしくは改行し、
「招待をしたいご担当者のメールアドレスを入力してください」欄へ入力します。(最大50)

複数ユーザーの追加

https://www.redhat.com/wapps/ugc/protected/usermgt/inviteUsers.html


　　　追加ユーザーの作成
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４

追加ユーザーに必要な権限を
チェックします。

複数ユーザーの追加

必要に応じて追加ユーザー宛の
メッセージを記入します。

追加ユーザー 宛のメールでの
言語を指定します。

招待メールを送る追加ユーザー共通の権限の設定や招待メールの設定を行います。



さらにカスタマーポータルを使いこなす
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追加ユーザの作成

ユーザ追加と各種情報へのアクセス

セキュリティ・脆弱性

情報の確認
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▸ セキュリティ・脆弱性問題への対処
古いままのシステムではセキュリティに脆弱性があるままの状態となってしまいます。常に新しい
情報を入手し、確認・対応することが必要です。

▸ CVE(一般公開されている脆弱性情報)
一般公開されている脆弱性情報は、アメリカのCERT/CCや日本のJPCERT/CCといったセキュリ
ティ機関や各ITベンダーで、CVE ID番号とよばれる共通の識別番号ごとに区分・管理されていま
す。

▸ Red HatのCVEデータベース
Red HatではCVE ID番号 を使用してセキュリティ脆弱性のトラッキングを行っています。Red Hat 
CVEデータベースを頻繁に更新し、CVE ID 番号で最新情報を提供しています。

　　　 セキュリティ・脆弱性情報の確認 5
Red Hatカスタマーポータルでは、随時セキュリティ・脆弱性情報を更新しています

https://access.redhat.com/security/security-updates/#/cve
https://access.redhat.com/security/security-updates/#/cve
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　　　 セキュリティ・脆弱性情報の確認 5
Red Hat CVEデータベースへのアクセス方法

1. Red Hatカスタマーポータルへアクセスします。
　　　https://access.redhat.com/

2. カスタマーポータル画面上方にある「セキュリティ」をクリックします。

3. 開いたメニューから「Red Hat CVEデータベース」をクリックします。

こちらから直接アクセスすることも可能です。

https://access.redhat.com/
https://access.redhat.com/security/security-updates/#/cve
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　　　 セキュリティ・脆弱性情報の確認 5
Red Hat CVEデータベースでの検索方法

デフォルトでは、Red Hatにて認識されているすべての CVEが公開日順に表示されます。

こちらから直接アクセスすることも可能です。

https://access.redhat.com/security/security-updates/#/cve
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　　　 セキュリティ・脆弱性情報の確認 5
Red Hat CVEデータベースでの検索方法 こちらから直接アクセスすることも可能です。

キーワード欄にCVE ID番号を入れて検索すると、該当する CVE情報の概要が表示されます。
検索結果に表示されたCVE ID番号をクリックするとさらに詳細な情報を確認することができます。

https://access.redhat.com/security/security-updates/#/cve
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　　　 セキュリティ・脆弱性情報の確認 5
Red Hat CVEデータベース 内容の確認

セキュリティデータベースでは以下の様な情報を確認することができます。

重大度
セキュリティー問題の重大度を「低度、中
程度、重要、重大 (Low、Moderate、
Important、Critical)」の 4 段階で評価し
ます。
詳細な説明はこちらをご覧ください。

概要
セキュリティー問題についての解説・説明
が記載されます。

CVSS v3 スコア
セキュリティー問題を様々な側面から分析し、スコア化し
ます。様々な側面とは、攻撃元区分、攻撃条件の複雑
さ、ユーザーインタラクション、必要な権限、範囲、機密
性、完全性、可用性を指します。

画面の下方Common Vulnerability Scoring System 
(CVSS) Score Detailsにて詳細なスコアの記載があり
ます。

このスコアの詳細な説明はこちらをご覧ください。

https://access.redhat.com/ja/security/updates/classification
https://access.redhat.com/ja/security/updates/classification
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　　　 セキュリティ・脆弱性情報の確認 5
Red Hat CVEデータベース 内容の確認

Affected Packages and Issued Red Hat Security Errata では、そのセキュリティ問題の影響を
受けるRed Hat製品の一覧が記載されます。

Platform
各製品・バージョンごとに影響の有無がレ
ポートされます。

Package
セキュリティー問題の影響を受けるパッ
ケージ名が記載されます。

State
各Red Hat製品でのセキュリティ問題の対応状況が記
載されます。

Fixed:  修正済み
Not affected: 影響なし
Affected: 影響あり/対応中
Under Investigation: 調査中
Will not fix: 修正予定なし
Out of support scope: 調査予定なし

「Will not fix」や「Out of support scope」は、そのバー
ジョンのライフサイクルやセキュリティ問題の影響度を踏
まえて決定が行われます

Errata
セキュリティ問題の修正を含むErrata番号
(修正を含むパッケージ)が記載されます。
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　　　 セキュリティ・脆弱性情報の確認 5
Red Hat Insights - 包括的な脆弱性対応状況の確認方法

Red Hat Enterprise Linux に Insights (insights-client) が導入されていれば、
Red Hat Hybrid Console (https://console.redhat.com/ )で管理対象システム全体の脆弱性対応状況の把握が可能です。

※インターネット非接続環境の場合は、 Red Hat Satellite が環境に導入されており、 Red Hat Satelliteを経由する

　必要があります。

https://console.redhat.com/
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▸ 製品ドキュメント
製品のインストール、アップグレード、設定、管理といった製品・ソフトウェアの基本的な利用方法
・管理方法を紹介しています。

▸ ナレッジベース
エラーメッセージやソフトウェアの動作・振る舞い、設定方法、既知のバグ・問題やトラブルについ
ての解説や対処方法を紹介しています。
･ 確認したい事象・設定・メッセージについて、キーワードを入力し検索します。

　　　 技術情報へのアクセス 6
Red Hatカスタマーポータルでアクセス可能な技術情報
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　　　 技術情報へのアクセス

Red Hat 製品ドキュメントへのアクセス方法

1. Red Hatカスタマーポータルへアクセスします。
　　　https://access.redhat.com/

2. カスタマーポータル画面上方にある「製品およびサービス」をクリックします。

3. 開いたメニューから「ドキュメント」をクリックします。
「Red Hat Enterprise Linux」などは一部製品は直接製品名クリックが可能です。

こちらから直接アクセスすることも可能です。

 6

https://access.redhat.com/
https://access.redhat.com/ja/node/6243271
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　　　 技術情報へのアクセス

Red Hat 製品ドキュメントへのアクセス方法

4. 製品一覧が表示されます。製品名冒頭の「 Red Hat」の次の単語  (Red Hat Enterprise Linuxの場合は
「Enterprise」) のアルファベット順で表示されています。

　　　

こちらから直接アクセスすることも可能です。

 6

製品情報の横にある「ド
キュメント」をクリックしま
す。

https://access.redhat.com/ja/node/6243271
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　　　 技術情報へのアクセス

Red Hat 製品ドキュメントへのアクセス方法

5. クリックした製品のドキュメントが表示されます。参照したいドキュメントをクリックしてください。

　　　

こちらから直接アクセスすることも可能です。

 6

https://access.redhat.com/ja/node/6243271
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　　　 技術情報へのアクセス

ナレッジベースへのアクセス方法

確認したい事象・設定・メッセージについて、キーワードを入力し検索します。

1. Red Hatカスタマーポータルへアクセスします。
　　　https://access.redhat.com/

2. カスタマーポータルトップ画面中央にあるテキストボックスに検索語を入力し虫眼鏡ボタンをクリックします。
※検索語、キーワードは英語 (半角英数)で入力してください

 6

https://access.redhat.com/


52

　　　 技術情報へのアクセス

ナレッジベースへのアクセス方法

トップページ以外でも画面右上の虫眼鏡ボタンをクリックして表れるテキストボックスでもナレッジ検索が可能です。

こちらから直接アクセスすることも可能です。

 6

https://access.redhat.com/knowledge
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　　　 技術情報へのアクセス

ナレッジベース: 検索結果の絞り込み方法

3. 検索実行後は、製品ドキュメント (マニュアル)なども含まれた全コンテンツタイプが表示されます。テキストボックス左側の Content 
typeから、Solutions と Articles を選択することで検索結果をナレッジベースのみに絞り込めます

　　　

 6
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　　　 技術情報へのアクセス

ナレッジベース: 検索結果の絞り込み方法

4. さらに、Productsで検索対象とする製品名を選択することで、検索結果を特定の製品に関係するもののみに絞り込めます
　　　

 6
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　　　 技術情報へのアクセス

ナレッジベース: 検索結果の絞り込み方法

● OR - デフォルト設定では、入力された言葉全てを含む検出結果が得られます。別々の検索として、複数の言葉からの結果をすべ
て得たい場合は、言葉の間に「 OR（または）」オペレーターを使用することができます。オペレーターは常に大文字をご使用くださ
い。

● “ (ダブルクォーテーション ) - 使用すると厳密な語句（検索では通常無視されるような「 a」や「the」などの短い言葉を含む）を検索
できます。

● - (ハイフン) - 検索する言葉の前にハイフンをつけると、この言葉を含む検索結果が全て除去されます。
　　　

上記の例では、reboot もしくは shutdown を含み、”30 minutes”は含むが”RHEL 5”は含まないナレッジベースを検索します。  

その他の検索方法のヒントにつきましては、 こちら を参照ください。

 6

検索のヒント

https://access.redhat.com/ja/help/search
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　　　 技術情報へのアクセス

ナレッジベース: 検索結果の確認

 6

ナレッジベースのタイトルや概要をヒントに関連しそうなナレッジベースをそれぞれクリックし、内
容をご確認ください。

下方に画面をスクロールすると
検索結果が表示されます。

Sort byにて
ナレッジの表示結果の順序
を変更できます。

Most Relevant:
キーワードとの関連性の高いものから
順に表示します。

Newest First:
新しいものから順に表示します。

Oldest First:
古いものから順に表示します。
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　　　 技術情報へのアクセス

ナレッジベース: 内容の確認

 6

「環境」や「問題」「解決策」などの内容を確認します。
ナレッジはタイトルの下にある言語にて、表示言語の切り替えを行うことができます。

通常翻訳版
翻訳者によって翻訳されたナレッジです。翻訳
時期によって内容が古くなっている場合があり
ますので、その場合は英語版を正としてくださ
い。

ナレッジのタイトルの下にあ
る言語 English をクリックす
ることで、ナレッジの言語を
切り替えることができます。

機械翻訳版
機械翻訳にてリアルタイムに翻訳されたナレッ
ジです。
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ご利用サブスクリプションの種類や、有効期限に基づきソフトウェアのダウンロードができます。

▸ インストーラ・ISOイメージ
製品のインストールやアップグレードを行う為のインストーラや、インストーラ・各種パッケージを格納しているISOイメー
ジをダウンロードできます。

▸ パッケージ
個別のパッケージをダウンロードできます。

▸ Errata (エラータ)
バグ修正、機能強化、脆弱性の修正を含むエラータ(ソフトウェアアップデート)をダウンロードできます。

　　　 ソフトウェア・パッケージのダウンロード 7
Red Hatカスタマーポータルでのダウンロード
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　　　 ソフトウェア・パッケージのダウンロード

ソフトウェア・ダウンロードへのアクセス方法

カスタマーポータル画面左上の「ダウンロード」をクリックします。

ダウンロード可能な製品が表示されます。表示される製品・ソフトウェアは、ご購入のサブスクリプションにより異なります。

こちらから直接アクセスすることも可能です。

 7

https://access.redhat.com/downloads/


最新マイナーリリースのインストールメディア等が表示されます。

　　　 ソフトウェア・パッケージのダウンロード

Red Hat Enterprise Linuxのダウンロード こちらから直接アクセスすることも可能です。

 7

通常のインストールには  “Binary DVD” を
ダウンロードして利用します

https://access.redhat.com/downloads/content/rhel
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　　　 ソフトウェア・パッケージのダウンロード

Red Hat Enterprise LinuxのISO・インストーラー ダウンロードページのご紹介

 7

製品のバリアント
ご利用のサブスクリプションにより、異なる
バリアントをプルダウンにて選択可能で
す。

製品のソフトウェア
デフォルトではインストーラ等の各種 DVD 
ISOイメージ等がダウンロード可能なペー
ジが表示されます。

バージョン
ダウンロードしたいOSのバージョン(マイ
ナーバージョン)をプルダウンにて選択し
ます。

バージョン7以下に切り替える
RHEL 7およびそれ以前のバージョンをダウンロード
する必要がある場合、このリンクをクリックします。

ソース
選択されているバージョンのソースパッ
ケージが格納されているDVDのISOイメー
ジがダウロードできます。

パッケージ
パッケージダウンロードページへ切り
替えます。

エラータ
選択されているバージョンのエラータが表
示されます。

「製品のソフトウェア」ページでは、インストーラや、各種パッケージを含むISOイメージなどのダウンロードができ
ます。

モジュール
モジュールダウンロードページへ切り
替えます。
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　　　 ソフトウェア・パッケージのダウンロード

Red Hat Enterprise Linuxのバージョンごとのバリアント

 7

RHEL 7 までは Server と Workstation のサブスクリプションでは提供しているパッケージが異なっておりまし
た。ダウンロード時に製品のバリアント(Server, Workstation)を選択する必要があります。

RHEL 8 以降ではServer と Workstation のサブスクリプションで提供するパッケージが統合され、差異がな
くなりました。
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　　　 ソフトウェア・パッケージのダウンロード

Red Hat Enterprise Linuxのパッケージ ダウンロードページのご紹介

 7

Search:
デフォルトではすべてのパッケージが表示
されています。パッケージ名を入力するこ
とにより、パッケージの絞り込みができま
す。

(パッケージ名)
パッケージ名をクリックすることによ
り、個別のパッケージページの表示
ができます。
個別のパッケージページでは最新版
以外のバージョンを選択してダウン
ロードすることができます。

最新版のダウンロード
最新版パッケージのダウンロードを開始し
ます。

「パッケージ」ページでは、パッケージ名を入力・検索してパッケージを絞り込んで表示します。

(パッケージ名)をクリックすると、個別のパッケージページにて詳細を確認したり、古いバージョンをダウンロードすること
が可能です。
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　　　 ソフトウェア・パッケージのダウンロード

Red Hat Enterprise Linuxの個別パッケージページのご紹介

 7

バージョン :
プルダウンで古いバージョンを選択するこ
とが可能です。

ソースパッケージの
ダウンロード
ソースパッケージ(ソースコードを格納した
パッケージ)をダウンロードを開始します。

パッケージダウンロード
表示中のパッケージのダウンロードを開
始します。

個別のパッケージページでは、過去バージョンの選択も可能です。またパッケージ本体のほか、ソースパッケー
ジのダウンロードが可能です。
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　　　 サブスクリプション情報の確認

1. Red Hatカスタマーポータルへアクセスします。
　　　https://access.redhat.com/

2. カスタマーポータル上部左端にある「サブスクリプション」をクリックします。

こちらから直接アクセスすることも可能です。

 8

https://access.redhat.com/
https://access.redhat.com/management/
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　　　 サブスクリプション情報の確認
こちらから直接アクセスすることも可能です。

 8

システム:
サブスクリプションが割り当てられている物
理サーバ、仮想サーバおよびハイパーバイ
ザーの数を表示しています。

サブスクリプション
サブスクリプションの数量を表示します。

● アクティブなサブスクリプション
有効な(期限内の)サブスクリプション
数

● 最近期限切れになったサブスクリプ
ション
直近30日以内に期限切れになったサ
ブスクリプション数

● 更新可能なサブスクリプション
120日以内にサブスクリプション有効
期限が切れるサブスクリプション数

エラータ:
登録されているシステムでまだ適用されて
いないエラータです。

● セキュリティアドバイザリー: セ
キュリティ・脆弱性問題への修正
を含むエラータ数

● バグ修正: 
バグ修正を含むエラータ数

● Product Enhancements: 
機能強化を含むエラータ数

Purchased Products
お手持ちのサブスクリプションのご利用状況

● 製品:
製品・サブスクリプション名

● 数量:
サブスクリプション数

● エンタイトルメントの使用率:
使用済・割当済みとなっているサブスクリ
プションの割合

● 次回の更新日
サブスクリプションの有効期限末日

サブスクリプション概要ページ

https://access.redhat.com/management/
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　　　 サブスクリプション情報の確認
こちらから直接アクセスすることも可能です。

 8

フィルター :
表示するサブスクリプションの種類を絞り込
みます。

サブスクリプション情報
お手持ちのサブスクリプションの状況

● サブスクリプション番号:
個別のサブスクリプションを識別するため
の番号

● サブスクリプション名:
製品名・サブスクリプション名

● コントラクト番号:
ご利用のサブスクリプションとひもづけられ
ているご契約の識別番号

● 数量:
サブスクリプション数

● 開始日:
サブスクリプションご契約開始日

● 終了日:
サブスクリプションご契約終了日

● ステータス
サブスクリプション状況・ステータス

サブスクリプション詳細(インベントリー)ページ

https://access.redhat.com/management/
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▸ アカウント管理に関する一般的な質問
https://access.redhat.com/ja/articles/customer-service-accounts 

▸ ユーザー管理に関する一般的な質問
https://access.redhat.com/ja/customer-service-users
 

▸ ユーザーの作成と管理
https://access.redhat.com/ja/node/2435781 

▸ Red Hat カスタマーポータルのロールおよびパーミッション
https://access.redhat.com/ja/articles/3177771 

▸ Red Hat サポートの利用方法
https://access.redhat.com/ja/node/2435791 

▸ サブスクリプションに関する一般的な質問とその回答
https://access.redhat.com/ja/customer-service-subscriptions 

▸ Red Hat Enterprise Linux サブスクリプションガイド
https://www.redhat.com/ja/resources/red-hat-enterprise-linux-subscription-guide  

　　　 カスタマーポータルを活用する為のリンク集 9
カスタマーポータルについてのお問い合わせで頻繁に紹介されるページの一覧です

https://access.redhat.com/ja/articles/customer-service-accounts
https://access.redhat.com/ja/customer-service-users
https://access.redhat.com/ja/node/2435781
https://access.redhat.com/ja/articles/3177771
https://access.redhat.com/ja/node/2435791
https://access.redhat.com/ja/customer-service-subscriptions
https://www.redhat.com/ja/resources/red-hat-enterprise-linux-subscription-guide
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Red Hat is the world’s leading provider of enterprise 

open source software solutions. Award-winning support, 

training, and consulting services make Red Hat a trusted 

adviser to the Fortune 500. 

Thank you


